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１ 当社グループのESG経営
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価値創造ストーリー



１ 当社グループのESG経営
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マテリアリティの特定 マテリアリティに対する取締役の主な意見

・気候変動への対応は、日本においても2050年
カーボンニュートラルの宣言がなされ重要度が
増している。

・コロナ禍で、雇用の確保や従業員の健康に対する
重要度が増した。

・事業を通した地域社会への貢献は当社グループに
とって重要だと考える。社外取締役の立場からも
後押しをしていきたい。



１ 当社グループのESG経営
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ESG経営の推進体制

取締役会

経営会議

ESG戦略委員会

組織体 委員長
開催実績

（2021.11月末時点）

ESG戦略委員会 社長 3回

主な議論の内容

●統合報告書編集方針
●非財務情報の開示
●ESG評価機関への対応
●ESG投資家等からのご意見
●気候変動問題対応
●2050年ＣＯ₂排出量実質ゼロに向けた取り組み
●グリーンボンドの発行
●2030年ＣＯ₂排出量中間目標の設定
●環境マネジメント体制の強化
●社会専門部会からの報告（今後の人権の取り組みなど）

※旧環境に関する委員会の開催を含む

事務局：ESG推進室

2021年8月～

社会専門部会

環境管理専門部会
エネルギー管理専門部会
環境汚染物質管理専門部会
省資源・リサイクル専門部会



２ 健全な企業運営
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ガバナンスの変遷



２ 健全な企業運営
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実効性評価プロセス
2020年3月期の実効性評価で認識された課題
に対する主な進捗

2021年3月期の実効性評価で新たに認識された
主な内容

（課題）2020年3月期において、後継者計画の策定、
社外取締役に対する事業理解のための研修機会
の充実等の課題が挙げられた。

（進捗）後継者計画については、指名・報酬諮問委員会
における議論のうえ策定した。

 望ましい取締役会構成（スキルセット）が設定され、
スキルセットに基づく取締役の選任が行われているこ
とで、多様な視点からの議論が行われていることを
認識

 2020年６月にＥＳＧに関して知見のある社外取締役
１名を増員したことにより、ＥＳＧ情報等の開示がさ
らに適時適切となったことを認識

 新たな課題として、取締役会における中長期的な戦略
に関する議論の一層の充実を認識



２ 健全な企業運営
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 「調達基本方針」に基づき、社会規範の遵守、人権の尊重、環境への配慮などの「ESG」の取り組みを推進

 説明会の開催、ヒアリングまたはアンケートを通じた取引先における取り組み状況の確認

取引先の皆さまとともに持続可能な社会の実現を目指す

取引先の皆さまへの働きかけ

 外部講師を招いた研修の

実施

 ESG視点からの当社グル

ープを取り巻く環境と今

後の取り組みに関する勉

強会を開催

※写真は2019年7月 取引先説明会



３ 持続可能な社会の実現 ～環境問題への対応～

（2021/02/17）TCFD賛同

✔ シナリオ分析、リスクと機会を開示

✔ JR九州グループ2050年CO2排出量実質ゼロ宣言

（2021/08/31）統合報告書2021

✔ JR九州の2030年中間目標を2013年比△50％に設定

現在、2050年CO2排出量実質ゼロへ向けたロードマップを策定中
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３ 持続可能な社会の実現 ～環境問題への対応～

ZEB化実証事業に採択

新社員研修センター 簀子小学校跡地活用事業（桜十字グループとの共同開発）

ZEB oriented相当の基準を確保
CASBEE福岡Aランク取得を目指す

長崎駅開発 省エネ車両の導入

821系近郊型電車 YC1系蓄電池搭載型
ディーゼルエレクトリック車両

脱炭素に向けた取り組みやCO₂削減に
努め、環境負荷を軽減
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「地域を支える場所、再び。－Re すのこ－」



３ 持続可能な社会の実現 ～地域社会への貢献「地域を元気に」～
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「地域に元気に」



３ 持続可能な社会の実現 ～地域社会への貢献「地域を元気に」～
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「地域を元気に」することによる価値創造



３ 持続可能な社会の実現 ～地域社会への貢献「地域を元気に」～
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「地域を元気に」することによる価値創造

● 地域のブランド価値向上
ななつ星、Ｄ&Ｓ列車の運行による九州のブランド価値向上

● 雇用、定住人口、交流人口の拡大
住みたい・働きたい・訪れたいまちづくり
主要駅ビル入館者数 25万人／1日あたり
熊本開発による効果（見込み）
新規就労者 約4,500名、定住者の増加 約1,000名

社会的価値の創造



３ 持続可能な社会の実現 ～地域社会への貢献「地域を元気に」～

14

M&Aと地域特化型ファンド MasSの取り組み

従来のＭ＆Ａに加え、地域特化型ファンドを通じた
柔軟かつ機動的な投資形態を持つことで、速やかな
事業ポートフォリオの強化と九州の持続的な発展に
寄与する

地域活性化のための新たな地域インフラとして
MaaS（Mobility as a Service）を推進し、「移動需
要の創出」と 「持続可能な公共交通ネットワークづく
り」を実現する



４ 価値創造の源泉

すべての事業において変わることなく大切にすべきもの

安全 サービス 人づくり

価値創造の源泉
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４ 価値創造の源泉

安全について

＜安全に関する社員の声 フロー＞

表彰

ヒヤリハットオープン賞とは

自らのヒヤリハット体験を積極的に声に出

すことで、事故等の未然防止や安定した輸送

の安全確保、労働災害の防止に大きく貢献し

た声に対する表彰

◆ 安全創造大賞

◆ 安全創造賞

◆ ヒヤリハット推進賞

◆ ヒヤリハットオープン賞

◆ 想定ヒヤリ賞
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４ 価値創造の源泉

サービスについて

＜お客さまの声 フロー＞

褒め合う文化を高める取り組み

ありがとうカードとは

従業員同士がお互いに感謝の気持ちを伝え

あうためのツール

◆ 各種表彰制度の設定

◆ 従業員の給与明細書にお客さまから

いただいたお褒めの言葉を掲載

◆ 「ありがとうカード」の活用

◆ 「サービス・オブ・ザ・イヤー」の

表彰

17



４ 価値創造の源泉

安全とサービスを基盤として 九州、日本、そしてアジアの元気をつくる企業グループ

風通しのよさ

チャレンジ精神

企業倫理意識

自ら考え、自ら行動

モチベーション

当事者意識

すべての事業において変わることなく大切にすべきもの

安全 サービス 人づくり

経営参画

誠実

成長と
進化

地域を
元気に

JR九州グループが
大切にしてきた

３つの
「おこない」互いを

認め合う

あるべき姿あるべき姿
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持続可能な社会の実現と企業価値向上⇒あるべき姿の実現へ

持続可能な
社会の実現

企業価値向上


